




2001年4月......2001年9月

8 仰 -19)
月 第10回加古川市青年海外派遣

フラジル・マリンカ‘市へ派遣するこの事業に、

今年は9名の団員に加えBAN-BANテレビの
同行取材が加わりました。総勢12名の賑やか

な一行は、地球の反対側にありながら、とて

も日本的で友好的な人々に温かく迎えられ、

交流を深めました。フラジルでは、マリンガ

市でのホームステイに加え、リオデジャネイ

ロやサンパウロ、イグアスの沌等を見学しま

した。その後派逃匠l員は、疲れを見せること

なく次の訪問地アメリカ・オーランドへと向

かいました。

8J1 月 第1刊1回加古川市中学生海外派遣
市内の各中学校を代表して、 12名の派遣生が今

年もニュージーランドの姉妹都市ワイタケレ市を

訪問しました。滞在中は、市内見学やロトルア一

泊旅行、カヤック、乗馬など、ニュージーランド

の自然を満喫できるさまざまな体験をしましたが、

一番の思い出はやはり、本当の家族のように温か

いホストファミリーと過ごした時間だったようで

す。日本では味わえない体験の連続で、全員、大

きく成長して帰国しました。

9 (9/29) 
月 インド古典音楽コンサート

市民会館小ホールにて、インド・カルカッタ出身のヒ

クラム・ハズラ氏を招いて、インド古典音楽の“パジヤ

ン"のコンサート を行いました。

観客はハズラ氏の歌声とギター、タブラと呼ばれるイ

ンドの太鼓の演奏に耳を傾けた り、 また“パジャン"の

語源、が 「共に分かち合うJところから、 一緒に歌ったり
輸になって踊ったりと、思い思いのスタイルでコンサー

トを楽しみました。

<リオのポンデアス 力ルにて>

<マオリのタンスショーにとび入り参加〉

く熱心に演奏するハズラ氏>
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2001年国際交流レビュー

10月十1?と携が理講座
在住外国人を講師に招き、お|司自慢の家庭料理を学

ぶこの講座も今年で10回目を迎えました。今回は中国

・フィリピン・帯t国・アイルランド ・ブラジルの 5回

コース。

韓国料理では、焼き|士Iのタレの作り方とそれを使っ

た鍋料理白タッカルビ"を学:びました。JJ:外と簡単に

作れ、いろいろな料理に応用のきく"タレ"は大好評

でした。みなさんもぜひご自宅で作ってみてくださし、。

{焼き肉のタレ}

.材料

濃口しょうゆ 500ml 
淡口しょうゆ 500m 
砂糖 800g 
みそ 500g 

.作り方

酒 180ml
酢 50cc
トウガラシ粉 お玉軽く一杯

ニンニク l個

①ニンニクは皮をむき、すりおろす。

国際梓理謙虚

〈調味料の説明をする口三ンスンさん>

ごま油 30cc 
すりごま適当

こしょう

② ごま油、すりとま以外の材料を全部鍋に入れ、とろ火にかけながら泡立て器で混ぜ合わせる。

③沸騰直前に火をとめ、ごま油、すりごまを入れる。

④好みでこしょう、山械を振り入れる。 *この分量で2~2.5 リットルできます。

l(1ル 2/23)月 日本語教育ボランティア養成講座

2 il~ に l 度開 1lJiしている、外国人に

日本語指導をするボランテイアを養成

するための講座も、今回で5回目とな

りました。グループごとに模擬授業を

取り入れた実践的な授業に、 受講者は

真剣そのもの。日本語指導の難しさを

改めて実感されていました。のべ28時

間の講座を終了したみなさんには、協

会ボランテイアとして日本語講座やプ

ライベートレッスンの講師としてご活

躍いただいています。
• 

<模擬授業に取りくむ受講生〉

』ー~ーー



2001年10月---2002年2月
f月 マリンガ市青年派遣団加古川市訪問

(1パア-1/21)

植田真一マリンガ市姉妹都市協会会長と 8名のマリ

ンガ市青年が来日し、 5日間加古川市に滞在しました。

派遣生は、かつて加古川市からマリンガ市に派遣さ

れた青年宅にホームステイし、ひとときの交流を深め

ました。滞在中は市内の施設見学をしたり、少年自然

の家でホストファミリーと宿泊するなど、たくさんの

思い出とともに帰国しました。

2月 毛!担鰐川市障害者海外派遣
今年は 6名の派遣生と、医師など引率8

名が、ニュージーランド・ワイタケレ市へ

派遣されました。出発までに、簡単な英会

話や街iEI研修なとを経て、 真夏の国でのび

のびと釆馬セラピーや農場・博物館見学を

しました。

親元を離れての外国での生活に、みんな

最初は戸惑いながらも、現地の人々のおお

らかでやさしい対応に、感激いっぱいの旅

になりました。

2月 マリンガ市訪問団来加
(2/12-2/15) 

姉妹都市提携時の市長であった、故稲岡貞男

加古川市名誉市民の市民葬に参列するため、急

きょジョゼ・クラウジオマリンガ市長、ヴァウ

テル・ゲルレス市議会議長ら 4名が来日しまし

た。市民葬に参列後、加古川市民病院やクリー

ンセンターで運営状況などを熱心に質問をされ

ていました。

歓迎夕食会では、ブラジルを訪問されたこと

のある出席者が思い出話を披露され、交流を深

めました。

-'-'=' 」長二ニー

<国際交流センタ 前で記念撮影>

4a・・

<現地の文化にふれる参加者たち>
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国際交流図書・マルチメディアが充実しました
当協会2階事務所にて、インタ ネットに接続できるパ

ソコン2台を設置しています。どなたでも利用することが
できます 1

希望者はます利用カードに必要事項記入していただき、

一人 1時間利用していただけます。

|lEヨ 国際交流に関する図書がさらに増え、このた

び約100冊の図書を揃えました。海外留学、

TOEIC 、英語検定などの資格取得関係、

英会話、海外滞在体験記などの本を貸し出し

しています。み芯さま是非ご利用ください。

国際協力事業団 (JI C A)では、開発途上国で活動する
ボランティアを募集しています。

① 青年海外協力隊
現地の人々と|可じ言葉を話し、同じ所に位み、 l司じ物を食べ、生活を共にしながらアジア アフリカ 中近東 ・

米|炊・中南米 ・火洋州の凶々の人づくり、住lづくりに協力しています。

募集資格 20-39歳までの日本国籍を持つ方(平成14年5月20日現在)

②シニア海外ポランティア
派逃先図の公的機関空?に所属し、助言、日間査等を通じてj主j

1'<1の人材に技術移転を|支lることによ旬、人づくり、ひいては

凶づくりに協力するものです。ボランティア精神はもとよ

り、相手図の人々と常治して草の根レベルの|協力姿勢が求め

られます。

募集資格 40-69歳(派遣時)までの日本国籍を持つ方

③日系社会青年ボランティア

中南米地域における日系人社会を対象に、彼らがその|翠づく

りのために大きな力となっていることを踏まえ、その--Ifiの

発展を支援するために、優秀な技術とボランテイア精神に満ち溢れた日本の青年を派遣しています。

募集資格 20-39歳までの日本国籍を持つ方(平成14年5月20日現在)

.問合せ先 説明会を実施しています。詳細のお問い合わせは下記へ

1)国際協力事業団兵庫国際センター 電話 078-261-0352 

2)インターネットアドレス http://www.jica.go.jp/ 

http://www.jica.go.jp/branch/hic/ind巴x.html

3)資料郵送希望の方は住所 名前 ・どの資料をご希望かを明記し390円切手を同封のよ、下記へと請求ください。

干651-0073神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番2号



~在住外国人紹介のページ~

今回は加古川市に在住のアメリ力 ・ワシントンDC出身の女性にお話をうかがいます。

自己紹介をお願いします。

身 タラ ロビンソンといいます。大学を卒業後、 I年

の予定で来日しました。市内にある語学学校で、

2歳から18成までの子供に、正午から夜8時半ま

で英会話を教えています。授業中、文法の質問を

されると、自分にとっては母国語であるにもかか

わらず答えにとまとうこともありますが、楽しく

過ごしています。

はじめに日本の印象をお聞かせください

身 自転車に来っている人がとても多いと思います。

アメリカでは車相会なので、移動はほとんど車で

す。

だから自転車に乗るのはエクササイスで、という

のが普通です。

日本語はどのようにして覚えましたか

身 まだほとんと話せません。協会で紹介してもら コ

たボランティアにプライベートで日本認を教えて

もらっています。

どこか日本を旅行したことはありますか

身 昨年の秋に、日帰りで同僚のエミリーさんとパス

で市内の高御位山にいきました。私達が小道を歩

いていると、車の中からめずらしそうにじっとこ

ちらをみている人がいておもしろかったです。年

配の方がたくさん登っているのには感心しま Lた。

頂上に笠るととてもさわやかですっきりしました。

市内にある見土品温泉にも行ったんですよ。

母が10年前に日本に来たことがあり、そのとき温

泉に入り 、とてもいい経験をしたと聞いていたの

で、楽しみにしていました。

日本で困ったことはありますか

身 レストランにいったときメニューが読めないのが

困ります。

また、人々とのコミュニケーションがたいへんで

す。

食生活で何か遣いはありますかつ

身 食べ物は母国とほぼ同じ食材がそろっていますが、

ベジタリアンなので、野菜の値段がアメリカより

高いのがつらいところです。普段はとうふやシー

フード、うどんをよく食べています。お好み焼き

もお気に入りです。

く姫路の書写山にて同僚の工ミリーさん (左))と>

昨年9月に起きた痛ましいテ口について

身 テロの起きた昨年の日月川、ちょうど私は国防

総省(ベンタコン)近くのショッピングモールに

行くため、ハイウェイを運転中でした。国防総省

が攻撃されたあと、煙がもうもうとたちこめてい

たのが遠くからも一目でわかりました。たくさん

の人が車を止めて写真をとっていました。事件を

知った後、すぐ自宅へ引き返しました。

あの当時は、たとえ家族や友人が犠牲になってい

なくても、アメリカ国民は皆あのテロのことを自

分のことのように受け止め、悲しんでいたと思い

ます。テロ後、 1ヵ月しかたたずに来日しました

が、空港も万全の体制をとってくれていたので不

安はありませんでした。

帰国後の予定は

滞 日本に来る前、大学で女性学と芸術史を学んでい

たので、帰国後はまた大学院に行って勉強するか、

それとも働くかまだ決めていません。

どうもありがとうございました

(談)加古川市に住む外国人登録者数は平成14年3

月現在で約2300人。身近にいる彼らがうま

く日本での生活にとけこめるよう、さりげな

くお手伝いできるといいですね。
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INFORMATION 
〔 新メンバー募集 E 

国際交流センターでは、下記の語学の自主グループが活動をしており、メンj(ーを募集しています。

詳細は、代表者にお問い合わせください。

講座名 レベJレ

l ハングル勉強会 初中級

2 ハングル講座 初心者~上級

3 楽しく学ぶ中国語 中級

4 中国語自主グループ 初中級

5 中国語 初級

6 時事英語勉強会 中上級

7 英会話自主グループ 中級

8 スペイン語自主グループ 初，i:)者

テレホンカード・古ハガキの回収

使用済みのテレホンカー ドやオレンジカード、古

切手、外貨コインを回収しています。

ハガキは書き損じなど古いものでも結構です。集

まったわのは日本国際ボランティアセンターを通じて、

東南アジアの復興に役立てられます。協会まで持参、

もしくは郵送してください。みなさんのご協力をお

願いします。

国際交流センタ一利用案内

-開館時間午前9時から午後9時まで

(ただし、日曜日は午後5時まで)

.休館日 毎週月曜日。ただし国民の休日に関する

法律に規定する休日が月曜日にあたると

きは、その翌日

編 集 後記

活動日 代表者連絡先

火 19時半 -21時 藤尾光芳 090-8658-7143 

日 9時半 -12時 山本祐作 0794-28-1055 

木 10時 -12時 阿部英雄 0794-38-7017 

木 13時 -17時 ますは協会へ 0794-25-1 1 66 

金 19時半-21時 ますは協会へ 0794・25-1166

金 9時 -12時 野崎 一恵 0794-54-2458 

土 10時 -12時 木村正敏 0794・54-3440

土 10時 -12時 小固ますみ 0794-24-8246 

ボランティア募集

協会の事業をお手伝いしてくださるボランティ

アを募集しています。

①語学ボランティア

缶種交流事業での通訳、ガイド及び翻訳

②各種サービスボランティア

日本文化の紹介、外国人への日本語指導など

③ホームステイボランティア

外国人のホ ムステイ受け入れ

賛助会員募集

協会では、毎年国際交流活動や外国人の受け入れ

事業など、含種事業をご支援くださる賛助会員の募

集をしております。

会費は事業費の一部として活用させていただきます。

国際交流センターがオープンLてはや2年。おかげさまで、

施設の利用者も徐々に増えてきました。

・年会費

個人 1口 2.000円

団体 l口 5.000円

法人 1口 10，000円
国際交流に関する舎籍(留学、英検、語学なと)もさらに

充実させています。みなさまのご利用をお待ちしています。

2002年4月発行

(財)加古川市国際交流協会

干675-0017加古川市野口町良野387-1
TEL 0794-25-1 166 
FAX 0794-25-0200 

E-mail kia@city.kakogawa.hyogo.jp 

. 申込書

協会事務所、市役所案内芯どにあります。

詳しくは協会まで。

*会員には、指定旅行社の優待割引制度 事業参加

費の割引などの特典があります。
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